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植物地理学のみならず、古生物学や地質学さらにそ

れらを総合的に取り扱う第四紀学など多くの学問分

野の研究の発展によってかなり鮮明に浮き彫りにな

りつつある（藤田 1973、湊 1976）。 
 スゲ以外の被子植物ではリンネソウ、ムシトリス

ミレ、タカネシオガマ、キバナシオガマ、ミツガシ

ワ、ツマトリソウ、ヒメシャクナゲ、ツルコケモモ、

コケモモ、クロマメノキ、ヤナギラン、キバナノコ

マノツメ、ウメバチソウ、ナガバノモウセンゴケ、

タカネキンポウゲ、クモマキンポウゲ（清水 1983）
など、高山植物の多くの種に周北極要素が含まれて

おり、これらも遺存的に隔離分布しているものであ

る。 
 日本の高山帯とシベリアに上記のスゲが自生して

いる事実は、かつて日本列島とユーラシア大陸が陸

地でつながっていた時代に、これらの植物がシベリ

アから日本まで分布を広げていたことを強く示唆し

ている。分布が拡大したのは、およそ 2 万年前の新

生代第四紀、洪積世後期のウルム氷期の最盛期の頃

と思われる。この時代は、地球規模の氷河期の最寒

冷期で、日本を取り巻く海面は今から 130m も低かっ

たことが第四紀年代表（井尻 1979）からうかがえる。

2 万年前、現在高山帯と北方地域に自生していたこれ

らのスゲは、低地にまで広く分布していたと考えら

れる。ユーラシア大陸と日本が陸続きだった頃に分

布を広げていたこれらのスゲは、地球の温暖化に伴

って、やがて海水面が上昇するにつれて、次第に寒

冷な地域に生息地を狭められ、その結果、シベリア

と日本の高山帯の一部に、別の種に進化することも

なく、同じ種が現在まで生存してきたものと考えら

れる。 
 以上からシベリアと日本の高山のスゲ集団の共通

要素である 4 種のスゲは、周北極要素からの遺存種

であると結論づけられる。地理的に遠く離れたそれ

ぞれの地域では、2 万年にもわたる長期間、周北極要

素が遺存種として生存を続ける一方で、それぞれに

新たな種が加わることで、固有種と遺存種が混在す

るスゲ集団が確立してきたものと考えられる。 
 各地の高山に広がるスゲの湿地は、一見するとど

れも同じ風景に見えるが、地道な植生の調査の積み

重ねから、このような地球と生物の壮大な進化の歴

史が見えてくる。 
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